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No.211 第４回定例会 
11月29日～12月21日

平成30年（2018年）平成31年１月30日発行

　本定例会は、１１月２９日から１２月２１日までの
２３日間にわたり開催され、議案３７件、請願２
件を審議しました。
　審議の結果、市長提出議案は２６件を可決し
ました。
　議員提出議案は８件を可決、３件を否決し
ました。
　また、市民から提出された請願は２件を不
採択としました。

２～５面★一般質問
　　５面★平成３０年度１２月補正予算のあらまし
　　　　★意見書（要旨）
　　６面★委員会の審査から
　　　　★常任委員会の活動状況
　　７面★議案審議結果一覧表
　　　　★傍聴者の声（アンケートから）
　　８面★第２回 高校生と議員の意見交換会

主
な
内
容

平
成
30
年
度
12
月
補
正
予
算
を
可
決

第
16
期
町
田
市
議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会
を
設
置

◎
３
月
定
例
会
の
お
知
ら
せ（
予
定
）

　

２
０
１
８
年
⓫
月
⓾
日
に
、
第

２
回
目
と
な
る
高
校
生
と
の
意
見

交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
市
内
の
高
校
生
が
㉗
名

参
加
し
、
昨
年
の
２
倍
以
上
の
規

模
と
な
り
ま
し
た
。
高
校
生
と
議

員
⓬
名
が
６
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

町
田
の
よ
い
と
こ
ろ
や
改
善
し
て

ほ
し
い
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
テ
ー
マ
を
決
め
て
、

議
論
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
本

会
議
場
で
高
校
生
が
発
表
を
行
い

ま
し
た
。
大
盛
況
の
う
ち
に
終
了

し
た
こ
と
で
、
市
議
会
に
と
っ
て

有
意
義
な
成
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
意
見
交
換
会
の
内
容
に

つ
い
て
、
⓬
月
㉑
日
に
議
長
等
が

石
阪
市
長
へ
報
告
を
行
い
ま
し
た
。 　

平
成
３０
年
１２
月
１１
日
に
開
催
さ

れ
た
本
会
議
で
、
町
田
市
議
会
の

あ
り
方
に
つ
い
て
の
議
論
を
深
め
、

議
会
の
権
能
強
化
及
び
環
境
整
備
、

議
員
の
調
査
活
動
及
び
議
員
の
身

分
等
に
つ
い
て
改
革
を
進
め
、
活

性
化
を
図
る
た
め
「
第
１６
期
町
田

市
議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会
」

の
設
置
を
求
め
る
動
議
が
提
出
さ

れ
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

委
員
（
定
数
１０
人
）

◎
藤
田　

学　

○
松
葉
ひ
ろ
み

　

東　

友
美　
　

星
だ
い
す
け

　

木
目
田
英
男　

わ
た
べ
真
実

　

白
川　

哲
也　

佐
々
木
智
子

　

松
岡
み
ゆ
き　

お
く　

栄
一

（
◎
委
員
長　

○
副
委
員
長
）

付
議
事
件

①�

議
員
の
調
査
活
動
等
に
関
す
る

事
項

②�

議
会
の
権
能
強
化
及
び
環
境
整

備
に
関
す
る
事
項

③�

市
民
と
議
会
の
関
わ
り
に
関
す

る
事
項

④�

議
会
の
情
報
提
供
に
関
す
る
事

項
⑤�

議
員
の
身
分
等
に
関
す
る
事
項

の
調
査
・
検
討

設
置
期
間

　

本
件
の
審
査
終
了
ま
で
（
閉
会

中
も
継
続
審
査
）

意
見
交
換
会
の

詳
細
は
８
面
へ

第
１６
期
町
田
市
議
会
改
革

調
査
特
別
委
員
会
を
設
置

１１月１０日（土）に開催された「第２回　高校生と町田市議会議員の意見交換会」の様子

月
日

内　
　
容

２
２０
㊌

本
会
議
（
包
括
外
部
監
査
結

果
報
告
・
補
正
予
算
提
案
理
由

説
明
・
委
員
会
付
託
）

議
会
運
営
委
員
会

常
任
委
員
会
（
総
務
・
健

康
福
祉
・
文
教
社
会
・
建
設
）

２２
㊎
本
会
議（
表
決・
施
政
方
針
・

新
年
度
市
長
提
出
議
案
提
案
理

由
説
明
）

議
会
運
営
委
員
会

２５
㊊
議
案
説
明
会

２６
㊋
全
員
協
議
会

３
７
㊍
本
会
議
（
代
表
・
個
人
質
疑
）

議
会
運
営
委
員
会

８
㊎
常
任
委
員
会

（
総
務
・
健
康
福
祉
）

１１
㊊

１２
㊋
常
任
委
員
会

（
文
教
社
会
・
建
設
）

１３
㊌

１４
㊍
常
任
委
員
会
予
備
日

１５
㊎

本
会
議（
一
般
質
問
）

１８
㊊

１９
㊋

２０
㊌

２２
㊎

２８
㊍
本
会
議（
表
決
）

議
会
運
営
委
員
会

日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

請
願
・
陳
情
の
受
付
締
切
は
、

２
月
２０
日（
水
）午
後
５
時

で
す
。
※
受
付
締
切
日
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

第２回
高校生と

町田市議
会議員の

意見交換会を開催!!



（2）平成３１年（２０１９年）１月３０日 No.211町田市議会だより

　
村
ま
つ
俊
孝
（
公
明
党
）

　
問
　
都
議
会
公
明
党
の
要
望
に

よ
り
都
は
平
成
30
年
度
12
月
補
正

予
算
案
に
体
育
館
エ
ア
コ
ン
補
助

81
億
円
を
計
上
し
た
が
、
市
の
取

り
組
み
は
ど
う
変
わ
る
か
。

　
教
育
長
　
国
の
学
校
施
設
環
境

改
善
交
付
金
、
今
回
新
設
さ
れ
る

都
の
補
助
制
度
を
最
大
限
活
用
し
、

小
中
学
校
体
育
館
へ
の
空
調
設
備

の
整
備
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
問
　
補
助
制
度
を
有
効
に
活
用

す
る
上
で
の
課
題
は
何
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
補
助
制
度
の

内
容
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
、
市
の
エ
ア
コ
ン
設
置

の
計
画
が
決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た

た
め
、
国
へ
の
補
助
申
請
を
行
っ

て
お
ら
ず
、
19
年
度
は
国
や
都
の

補
助
を
活
用
で
き
な
い
状
況
で
す
。

　
問
　
早
期
設
置
の
た
め
、
12
月

都
議
会
を
踏
ま
え
、
最
善
を
尽
く

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
国
と
都
の
補

助
を
最
大
限
に
活
用
し
、
情
報
収

集
に
も
努
め
て
い
き
た
い
。

小
中
学
校
体
育
館 

エ
ア
コ
ン
設
置
を

　
田
中
美
穂
（
日
本
共
産
党
）

　
問
　
猛
暑
対
策
と
し
て
、
小
中

学
校
体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置

す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　
教
育
長
　
他
自
治
体
の
視
察
を

行
い
、
空
調
方
式
や
費
用
な
ど
を

研
究
し
て
い
ま
す
。
学
校
ご
と
に

大
き
さ
や
構
造
等
が
異
な
り
、
調

査
や
設
計
が
必
要
と
考
え
て
い
ま

す
。
都
の
補
助
事
業
の
実
施
期
間

を
考
慮
し
、
早
急
に
検
討
し
ま
す
。

　
問
　
東
京
都
の
補
助
を
活
用
と

い
う
こ
と
は
、
２
０
２
１
年
ま
で

に
全
校
を
対
象
と
し
て
い
る
の
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
小
学
校
42
校
、

中
学
校
20
校
の
62
校
と
、
教
育
セ

ン
タ
ー
の
体
育
館
を
想
定
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
問
　
来
年
度
か
ら
の
小
学
５
年
、

中
学
１
・
２
年
移
動
教
室
の
補
助

廃
止
を
中
止
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
校
長
会
と
も

検
討
し
、
他
市
と
同
程
度
に
な
る

よ
う
バ
ス
代
補
助
を
段
階
的
に
廃

止
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
廃
止

は
計
画
ど
お
り
に
進
め
ま
す
。

小
中
学
校
体
育
館 

エ
ア
コ
ン
設
置
へ

　
渡
辺
厳
太
郎
（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
町
田
市
が
使
用
し
終
わ
っ

た
消
防
ポ
ン
プ
車
を
親
日
国
で
あ

る
ブ
ー
タ
ン
王
国
に
寄
贈
す
べ
き

と
２
年
前
か
ら
提
言
し
、
そ
の
経

費
確
保
や
ル
ー
ト
に
つ
い
て
も
示

し
て
き
た
が
、
進
捗
が
遅
い
。
ま

た
、
今
後
も
町
田
市
に
ゆ
か
り
の

あ
る
国
へ
積
極
的
に
寄
贈
す
る
こ

と
で
、
市
民
の
国
際
協
力
へ
の
意

識
を
醸
成
す
べ
き
だ
が
。

　
防
災
安
全
部
長
　
18
年
度
中
に

寄
贈
で
き
た
ら
と
い
う
こ
と
で
王

国
側
と
調
整
を
進
め
て
い
ま
す
。

王
国
か
ら
の
要
請
文
に
は
、
技
術

指
導
の
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、

消
防
団
長
に
は
相
談
し
て
お
り
、

そ
の
意
向
を
踏
ま
え
、
人
員
の
渡

航
に
つ
い
て
も
協
議
を
進
め
た
い
。

　
髙
橋
副
市
長
　
キ
ャ
ン
プ
地
と

し
て
受
け
入
れ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

南
ア
フ
リ
カ
と
の
つ
な
が
り
の
中

で
関
係
が
で
き
て
い
け
ば
、
交
流

が
含
ま
れ
た
寄
贈
も
で
き
て
い
く

と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
、
協
議

が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

ブ
ー
タ
ン
王
国
に 

消
防
ポ
ン
プ
車
を

　
熊
沢
あ
や
り
（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
三
多
摩
26
市
中
20
市
が
実

施
し
て
い
る
消
防
団
の
健
康
診
断

を
実
施
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

　
防
災
安
全
部
長
　
消
防
団
員
を

健
康
診
断
の
対
象
と
す
る
か
は
、

消
防
団
長
と
相
談
し
て
い
ま
す
。

　
問
　
台
風
時
の
倒
木
に
よ
る
二

次
災
害
を
防
ぐ
た
め
に
、
適
切
な

管
理
を
考
え
る
が
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
点
検
項
目

と
伐
採
処
理
等
の
判
断
基
準
な
ど

を
定
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
講

習
会
を
行
い
、
市
民
の
方
に
も
伐

採
、
剪
定
の
必
要
性
を
ご
理
解
い

た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問
　
次
期
基
本
構
想
・
基
本
計

画
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
も
の

と
違
う
点
は
ど
こ
か
。

　
市
長
　
市
民
が
将
来
に
向
か
っ

て
夢
、
希
望
を
持
て
る
よ
う
な
市

の
将
来
像
を
描
き
、
実
現
で
き
る

よ
う
な
計
画
に
し
て
い
き
た
い
。

な
り
た
い
未
来
の
姿
を
高
校
生
や

大
学
生
と
一
緒
に
検
討
し
て
い
く

こ
と
な
ど
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

「
夢
」
の
ま
ち
だ 

を
つ
く
ろ
う
！

　
三
遊
亭
ら
ん
丈（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
町
田
市
で
は
健
康
寿
命
を

延
ば
す
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
実
施

し
て
い
る
の
で
、
よ
り
一
層
の
告

知
に
努
め
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　「
広
報

ま
ち
だ
」
や
介
護
予
防
手
帳
と
い

っ
た
紙
媒
体
を
中
心
と
し
た
ご
案

内
に
な
る
が
、
よ
り
多
く
の
方
に

ご
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
の
案
内
に
つ
い
て
も

工
夫
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
問
　
給
食
費
の
徴
収
で
は
、
教

職
員
の
負
担
を
減
ら
す
た
め
に
も
、

公
会
計
化
を
導
入
す
べ
き
で
あ
る
。

　
教
育
長
　
先
進
市
の
視
察
や
情

報
収
集
な
ど
を
行
い
、
20
年
４
月

か
ら
の
開
始
を
目
標
に
準
備
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
問
　
学
校
図
書
館
の
図
書
分
類

は
、
統
一
し
た
ル
ー
ル
に
よ
っ
て

実
施
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
全
校
が
一
律

に
分
類
で
き
る
よ
う
、
司
書
教
諭

や
図
書
指
導
員
等
と
協
議
し
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
化
を
含
め
検
討
し
た
い
。

低
コ
ス
ト
で
健
康 

寿
命
を
延
ば
す
！

　
藤
田
　
学
（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
在
宅
療
養
の
推
進
に
お
け

る
緩
和
ケ
ア
、
ホ
ス
ピ
ス
の
充
実

の
必
要
性
に
つ
い
て
問
う
。

　
保
健
所
長
　
療
養
生
活
中
心
の

病
棟
と
し
て
ホ
ス
ピ
ス
が
あ
る
が
、

在
宅
医
療
で
も
緩
和
ケ
ア
は
必
要

で
、
ど
こ
で
も
病
状
に
応
じ
て
適

切
な
緩
和
ケ
ア
が
提
供
さ
れ
る
こ

と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問
　「
ま
ち
だ
Ｄ
サ
ミ
ッ
ト
」

の
事
業
効
果
を
ど
う
展
開
し
、
生

か
し
て
い
く
か
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
の
方
と
一
緒
に
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
な
ど
、
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
リ
ニ
ア
上
小
山
田
非
常
口

新
設
工
事
と
尾
根
緑
道
、
狭
隘
道

路
、
下
水
道
整
備
な
ど
地
元
周
辺

環
境
整
備
と
の
連
携
を
求
め
る
。

　
道
路
部
長
　
尾
根
緑
道
は
Ｊ
Ｒ

東
海
と
協
議
を
進
め
ま
す
。
新
設

工
事
と
連
携
し
て
進
め
る
整
備
に

よ
り
ト
バ
谷
戸
の
住
環
境
が
よ
り

向
上
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

在
宅
療
養
と
緩
和 

ケ
ア
、
ホ
ス
ピ
ス

　
木
目
田
英
男
（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
今
後
の
図
書
館
の
あ
り
方

に
つ
い
て
市
の
見
解
は
。

　
教
育
長
　
市
民
の
皆
様
に
情
報

収
集
の
場
を
提
供
す
る
等
に
加
え
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
形
成
支
援
に
も

力
を
入
れ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

あ
り
方
の
見
直
し
は
、
18
年
度
中

に
方
向
性
を
決
定
す
る
予
定
で
す
。

　
問
　
成
瀬
踏
切
の
さ
ら
な
る
安

全
対
策
を
求
め
る
が
ど
う
か
。

　
道
路
部
長
　
地
元
の
要
望
な
ど

も
参
考
に
、
注
意
喚
起
の
看
板
や

路
面
標
示
な
ど
、
今
後
も
必
要
な

安
全
対
策
は
行
っ
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
近
隣
の
学
校
へ
交
通
マ
ナ

ー
向
上
の
働
き
か
け
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問
　
総
合
体
育
館
の
観
戦
環
境

の
充
実
の
た
め
、
大
型
映
像
装
置

の
設
置
を
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

行
う
べ
き
だ
と
思
う
が
い
か
が
か
。

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長
　
見

る
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実
を
図
る
た
め
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
設
置
す
る

必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

図
書
館
の
あ
り
方 

／

成

瀬

踏

切

　
松
岡
み
ゆ
き
（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
公
共
ま
す
設
置
の
承
認
に

時
間
が
か
か
る
。
近
隣
市
は
既
に

立
会
い
が
な
い
。
近
隣
へ
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
さ
れ
た
が
結
果
は
。

　
下
水
道
部
長
　
14
市
町
村
に
お

尋
ね
を
し
て
い
ま
す
が
、
ま
ず
は

ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
と
こ
ろ
に

集
計
結
果
を
お
伝
え
し
た
り
、
わ

か
ら
な
い
点
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

い
て
か
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
問
　
業
務
処
理
を
改
善
し
て
は
。

　
下
水
道
部
長
　
他
市
の
状
況
を

聞
き
、
業
者
の
生
の
声
を
聞
い
て

今
後
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
。

　
問
　
災
害
時
の
乳
児
用
液
体
ミ

ル
ク
が
日
本
に
は
な
い
が
、
今
年
、

や
っ
と
解
禁
さ
れ
た
。
文
京
区
は

全
国
に
先
駆
け
来
春
、
備
蓄
す
る
。

市
も
乳
児
を
守
る
た
め
に
備
蓄
を
。

　
防
災
安
全
部
長
　
熊
本
地
震
の

際
、
有
効
と
の
報
道
を
受
け
、
他

自
治
体
及
び
関
連
企
業
か
ら
の
情

報
収
集
を
行
い
ま
し
た
。
コ
ス
ト

や
保
存
期
間
な
ど
の
課
題
も
あ
り
、

調
査
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

公
共
ま
す
設
置
／ 

乳
児
液
体
ミ
ル
ク

　
吉
田
つ
と
む
（
保
守
の
会
）

　
問
　
町
田
市
は
営
業
職
の
仕
事

に
対
し
て
、
「
営
業
さ
ん
は
、
自

社
の
い
い
こ
と
し
か
言
わ
な
い
」

と
述
べ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
公
務

員
的
な
士
農
工
商
の
立
場
に
よ
る

職
業
偏
見
を
持
っ
た
差
別
意
識
で

は
な
い
か
。
私
の
営
業
マ
ン
と
し

て
の
経
験
上
、
営
業
職
は
さ
ま
ざ

ま
な
比
較
を
述
べ
て
仕
事
を
得
る

職
業
だ
と
み
な
し
て
い
ま
す
。

　
総
務
部
長
　
今
回
の
こ
の
職
員

の
発
言
、
議
員
が
ご
出
席
さ
れ
て

い
る
中
で
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

営
業
の
方
の
自
社
の
物
品
、
サ
ー

ビ
ス
と
か
情
報
な
ど
、
商
品
の
購

入
を
促
す
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
が
、
や
は
り
営
業
を
な
り
わ

い
に
し
て
い
る
方
の
プ
ラ
イ
ド
を

傷
つ
け
る
こ
と
で
も
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
差
別
の
意
識
と
い

う
こ
と
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、

こ
う
い
っ
た
こ
と
が
起
こ
ら
な
い

よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
１
つ
１
つ

の
仕
事
に
対
し
て
職
員
に
も
周
知

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
職
員
に
よ
る
営 

業
職
者
へ
の
偏
見

　
い
わ
せ
和
子
（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
文
化
を
愛
す
る
町
田
市
民

の
た
め
に
、
中
心
市
街
地
に
映
画

館
の
誘
致
を
。

　
市
長
　
企
業
の
出
店
の
立
地
奨

励
を
で
き
れ
ば
前
向
き
に
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
容
積
を

上
乗
せ
す
る
こ
と
も
、
エ
リ
ア
を

限
定
し
て
制
度
を
つ
く
る
こ
と
が

必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

エ
リ
ア
を
ど
う
す
る
か
を
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
し
な
い
と
い
け
な
い
。
行

政
は
、
民
間
企
業
の
再
開
発
を
後

押
し
す
る
役
割
が
大
き
く
な
る
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
施
策
化
を

早
目
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問
　
小
中
学
校
の
体
育
館
に
エ

ア
コ
ン
の
設
置
を
。

　
教
育
長
　
他
自
治
体
の
視
察
を

行
い
、
設
置
に
か
か
る
費
用
な
ど

を
研
究
し
て
い
ま
す
。
学
校
ご
と

に
大
き
さ
や
構
造
等
が
異
な
っ
て

お
り
、
調
査
や
設
計
が
必
要
と
考

え
て
い
ま
す
。
都
の
補
助
事
業
の

実
施
期
間
を
考
慮
し
、
実
施
に
つ

い
て
早
急
に
検
討
し
ま
す
。

中
心
市
街
地
に
映 

画
館
の
誘
致
を
！

　各議員のタイトル下にある
ＱＲコードから一般質問の録
画映像にアクセスできます。
※動画の再生には別途通信料が

かかります。

一般質問
　12月4日から7日、10日の5日間にわた
り、34名の議員が市政を取り巻く諸問題に
ついて、意見・提案を交えながら、市長な
どの考えをただしました。質問、答弁の要
旨は次のとおりです。
※�議長と副議長は、町田市議会では一般質
問を行わないことになっています。

消防ポンプ車
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わ
た
べ
真
実（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問
　
洗
濯
用
柔
軟
剤
、
芳
香
剤

等
の
強
す
ぎ
る
香
り
で
苦
し
む
人

が
い
る
。
公
共
の
場
で
の
対
応
は
。

　
市
民
協
働
推
進
担
当
部
長
　
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
18

年
10
月
26
日
に
香
り
の
害
を
テ
ー

マ
と
し
た
市
民
向
け
の
学
習
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
消
費

者
の
香
り
の
マ
ナ
ー
や
知
識
向
上

の
た
め
、
ポ
ス
タ
ー
等
を
通
じ
て
、

広
く
啓
発
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
問
　
男
女
平
等
施
策
を
東
京
生

活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
各
自
治
体

に
調
査
し
た
。
町
田
市
議
会
の
女

性
比
率
は
27
・
８
％
。
一
方
審
議

会
の
女
性
委
員
比
率
は
40
％
が
目

標
だ
が
現
在
29
・
５
％
。
比
率
を

上
げ
る
た
め
の
取
り
組
み
は
。

　
市
民
協
働
推
進
担
当
部
長
　
第

４
次
町
田
市
男
女
平
等
推
進
計
画

で
は
、
女
性
委
員
比
率
の
目
標
を

40
％
に
設
定
し
、
関
係
各
部
長
で

構
成
し
て
い
る
男
女
平
等
推
進
会

議
に
お
い
て
、
女
性
比
率
の
向
上

の
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

香
り
の
害
・
男
女 

平
等
の
取
り
組
み

　
新
井
よ
し
な
お
（
諸
派
）

　
問
　
文
化
財
を
観
光
資
源
と
し

て
、
活
用
を
検
討
で
き
な
い
か
。

　
生
涯
学
習
部
長
　
文
化
財
保
護

審
議
会
へ
は
観
光
へ
の
寄
与
も
含

め
、
引
き
続
き
通
称
鎌
倉
古
道
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
問
　
陸
上
競
技
場
や
野
球
場
等

の
運
動
施
設
に
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ

ツ
の
活
用
や
広
告
を
出
し
、
財
源

を
確
保
し
て
施
設
整
備
費
に
充
て

る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
陸
上
競
技

場
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
導
入
状

況
等
を
見
定
め
、
他
の
運
動
施
設

に
お
い
て
も
、
広
告
料
も
含
め
て

活
用
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
町
田
一
中
建
て
か
え
時
の

部
活
動
を
す
る
場
所
と
し
て
近
隣

施
設
を
活
用
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
後
田
グ
ラ
ウ

ン
ド
以
外
に
町
田
市
民
球
場
な
ど

を
利
用
し
て
お
り
、
各
施
設
の
利

用
時
間
は
、
部
活
動
に
合
わ
せ
て

確
保
す
る
よ
う
調
整
し
て
い
ま
す
。

文
化
財
保
護
／
運 

動
施
設
に
広
告
を

　
友
井
和
彦
（
諸
派
）

　
問
　
鶴
間
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
等

を
使
用
す
る
青
少
年
健
全
育
成
を

目
的
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
使

用
料
に
つ
い
て
、
減
免
等
の
配
慮

を
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
南
地
域
に
、

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
編
成
さ

れ
て
い
な
い
実
情
も
踏
ま
え
、
組

織
化
を
促
し
な
が
ら
、
費
用
補
助

を
検
討
し
て
お
り
、
組
織
化
及
び

制
度
設
計
を
進
め
、
次
回
定
例
会

で
報
告
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問
　
大
学
等
進
学
時
の
独
自
奨

学
金
を
創
設
し
卒
業
後
10
年
程
度

の
市
民
税
納
税
者
等
に
減
免
策
を
。

　
政
策
経
営
部
長
　
若
い
世
代
に

向
け
た
町
田
の
魅
力
の
向
上
策
の

１
つ
と
し
て
、
今
後
の
研
究
と
い

う
こ
と
で
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
民
地
の
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク

塀
等
へ
の
改
修
費
の
助
成
を
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
研
究
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま

ず
は
撤
去
を
対
象
と
し
た
と
こ
ろ

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

次
世
代
の
た
め
の

ま

ち

づ

く

り

　
山
下
て
つ
や
（
公
明
党
）

　
問
　
七
国
山
一
帯
の
緑
地
保
全

で
は
、
制
度
的
に
担
保
さ
れ
た
エ

リ
ア
だ
け
で
な
く
、
そ
の
周
辺
に

も
景
観
や
緑
地
保
全
の
視
点
か
ら

重
要
な
民
有
地
が
あ
る
が
。

　
木
島
副
市
長
　
緑
豊
か
な
ま
と

ま
っ
た
身
近
な
自
然
地
と
し
て
保

全
し
て
い
く
こ
と
は
重
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
将

来
に
わ
た
り
保
全
し
て
ほ
し
い
と

い
う
意
見
も
伺
っ
て
い
ま
す
。

　
問
　
15
～
39
歳
Ａ
Ｙ
Ａ
世
代
の

が
ん
患
者
の
支
援
を
問
う
。

　
保
健
所
長
　
保
健
師
が
市
民
か

ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
健
康
に
関
す
る

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｙ
Ａ

世
代
の
が
ん
患
者
の
方
に
つ
い
て

も
、
そ
の
中
で
相
談
を
受
け
、
必

要
に
応
じ
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
Ｓ
Ｂ
Ｐ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

ビ
ジ
ネ
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
を

ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

　
政
策
経
営
部
長
　
こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
を
担
う
人
材
支
援
に

つ
い
て
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

七
国
山
地
域
の
緑 

地
保
全
に
つ
い
て

　
星
だ
い
す
け
（
自
由
民
主
党
）

　
問
　（
仮
称
）
町
田
市
地
域
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
問
う
。

　
市
長
　
19
年
４
月
か
ら
の
開
設

を
予
定
し
て
お
り
、
形
態
と
し
て

は
地
区
協
議
会
の
発
展
系
で
、
時

期
と
し
て
は
ポ
ス
ト
ま
ち
だ
○
ご

と
大
作
戦
18
―
20
、
こ
の
２
つ
の

要
素
が
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
問
　
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
こ
こ

ろ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
夢
の
教
室

（
ユ
メ
セ
ン
）」
を
提
案
す
る
。

　
教
育
長
　
教
育
課
程
の
編
成
や

予
算
上
の
課
題
が
解
決
で
き
る
な

ら
、
ぜ
ひ
校
長
会
等
を
通
じ
て
各

学
校
に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

　
問
　
オ
リ
パ
ラ
の
進
捗
状
況
と

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
は
。

　
木
島
副
市
長
　
キ
ャ
ン
プ
招
致

は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
中
国
、
南

ア
フ
リ
カ
の
３
カ
国
と
覚
書
の
締

結
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
経
済
観
光
部
長
　
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
は
、
こ
れ
か
ら
も
市
、
観
光
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
、
商
工
会
議

所
で
連
携
し
て
取
り
組
み
た
い
。

地
域
サ
ポ
ー
ト
セ 

ン
タ
ー
に
つ
い
て

　
森
本
せ
い
や（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問
　「
障
が
い
者
歯
科
診
療
日
」

を
ふ
や
し
、
当
事
者
や
先
生
方
の

負
担
軽
減
に
つ
な
げ
る
べ
き
だ
。

　
保
健
所
長
　
歯
科
医
師
会
で
も

統
計
を
と
っ
て
お
り
、
分
析
を
一

緒
に
進
め
、
具
体
的
な
方
針
に
結

び
つ
く
よ
う
に
話
し
合
い
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問
　「
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
」
を

周
辺
に
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
学

校
現
場
や
食
育
で
の
指
導
施
策
を
。

　
保
健
所
長
　
第
２
次
町
田
市
食

育
推
進
計
画
案
で
は
、
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
の
理
解
促
進
や
周
囲
へ
の

配
慮
等
を
取
り
組
み
の
方
向
性
の

１
つ
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　
問
　「
民
生
委
員
・
児
童
委

員
」
の
方
々
の
担
い
手
不
足
と
負

担
感
増
大
を
解
消
し
、
活
動
し
て

い
た
だ
き
や
す
い
環
境
整
備
を
。

　
市
長
　
自
治
体
と
し
て
、
活
動

が
非
常
に
大
事
だ
と
い
う
こ
と
、

民
生
委
員
に
対
す
る
リ
ス
ペ
ク
ト
、

尊
敬
を
し
っ
か
り
と
も
っ
と
打
ち

出
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童 

委
員
の
応
援
を
！

　
斉
藤
か
つ
ひ
ろ
（
公
明
党
）

　
問
　
ユ
ニ
セ
フ
日
本
型
子
ど
も

に
や
さ
し
い
ま
ち
事
業
と
は
。

　
市
長
　
ユ
ニ
セ
フ
は
世
界
的
な

規
模
で
児
童
の
保
護
、
福
祉
な
ど

の
向
上
の
一
環
と
し
て
、
子
ど
も

に
や
さ
し
い
ま
ち
の
基
準
を
定
め
、

市
町
村
が
施
策
を
進
め
て
い
く
こ

と
を
援
助
、
促
進
し
て
お
り
ま
す
。

　
問
　
中
央
新
幹
線
上
小
山
田
非

常
口
工
事
の
生
活
へ
の
影
響
は
。

　
政
策
経
営
部
長
　
交
通
誘
導
員

は
、
工
事
状
況
に
応
じ
て
適
切
に

対
応
し
て
い
た
だ
き
、
付
近
の
住

民
や
施
設
の
生
活
環
境
の
保
全
等

に
つ
い
て
、
適
切
な
配
慮
が
行
え

る
よ
う
、
Ｊ
Ｒ
東
海
に
要
請
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問
　
児
童
生
徒
の
携
行
品
の
重

さ
や
量
に
つ
い
て
の
配
慮
は
。

　
学
校
教
育
部
長
　
文
部
科
学
省

の
通
知
文
を
参
考
に
、
日
々
持
ち

帰
る
も
の
や
、
置
い
て
い
っ
て
よ

い
も
の
を
検
討
し
、
大
き
い
学
用

品
を
運
ぶ
日
が
重
な
ら
な
い
よ
う
、

計
画
的
に
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

リ
ニ
ア
工
事
の
安 

全
対
策
を
万
全
に

　
お
さ
む
ら
敏
明（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
地
震
、
豪
雨
、
強
風
な
ど

に
よ
る
停
電
被
害
、
備
え
を
啓
発

し
て
影
響
の
軽
減
に
努
め
よ
。

　
防
災
安
全
部
長
　
東
京
電
力
パ

ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
株
式
会
社
と
協
定

を
締
結
し
、
停
電
発
生
時
に
情
報

共
有
を
行
う
と
と
も
に
、
防
災
行

政
無
線
な
ど
を
利
用
し
、
停
電
状

況
や
復
旧
及
び
回
復
状
況
な
ど
を

周
知
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
問
　
公
務
員
の
65
歳
定
年（
案
）、

給
与
７
割
水
準
、
役
職
定
年
制
な

ど
仕
事
に
対
す
る
意
欲
を
失
う
こ

と
の
な
い
よ
う
、
制
度
化
し
て
、

す
ぐ
れ
た
経
験
を
生
か
せ
。

　
総
務
部
長
　
能
力
、
経
験
を
生

か
せ
る
職
務
の
整
備
も
含
め
、
執

行
体
制
の
検
討
も
あ
わ
せ
て
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問
　
南
町
田
グ
ラ
ン
ベ
リ
ー
パ

ー
ク
ま
ち
び
ら
き
は
い
つ
ご
ろ
か
。

　
木
島
副
市
長
　
19
年
11
月
か
ら

12
月
と
す
る
方
向
で
、
関
係
者
間

で
調
整
し
て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う

に
行
う
か
は
ま
だ
検
討
中
で
す
。

災
害
発
生
時
に
お 

け
る
停
電
対
策
を

　
矢
口
ま
ゆ
（
諸
派
）

　
問
　
町
田
市
の
中
学
校
は
標
準

服
で
あ
り
着
用
義
務
は
な
い
が
、

現
状
保
護
者
や
生
徒
に
そ
の
認
識

が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
さ
ま
ざ
ま
な

事
情
で
標
準
服
の
着
用
が
最
善
で

は
な
い
生
徒
も
お
り
、
標
準
服
購

入
前
に
着
用
義
務
は
な
い
と
確
実

に
伝
え
る
べ
き
で
あ
る
。
着
用
は

義
務
で
は
な
い
と
入
学
説
明
会
で

説
明
を
徹
底
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　
教
育
長
　
標
準
服
は
着
る
側
と

か
着
せ
る
側
の
意
見
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
か
ら
の
意
見
、
要
望

を
お
聞
き
し
て
議
論
を
尽
く
し
決

め
た
も
の
で
す
。
入
学
説
明
会
で

標
準
服
着
用
は
強
制
で
は
な
い
と

説
明
し
た
場
合
、
生
徒
や
保
護
者

の
皆
様
は
、
相
当
混
乱
さ
れ
る
と

思
い
ま
す
。
ご
提
案
の
中
で
最
も

大
切
と
受
け
と
め
た
の
が
、
何
ら

か
の
理
由
で
標
準
服
を
着
用
で
き

な
い
子
ど
も
た
ち
へ
の
配
慮
、
対

応
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
十
分
に

気
を
つ
け
た
説
明
を
す
る
よ
う
に
、

改
め
て
各
学
校
長
に
伝
え
た
い
。

標
準
服
に
つ
い
て 

説
明
の
徹
底
を

　
深
沢
ひ
ろ
ふ
み
（
保
守
の
会
）

　
問
　
私
道
移
管
補
助
事
業
は
、

受
付
か
ら
事
業
開
始
ま
で
に
４
～

５
年
も
待
つ
状
況
で
あ
り
、
私
道

移
管
を
望
む
市
民
は
待
機
期
間
の

短
縮
を
希
望
し
て
い
る
。
な
ぜ
４

～
５
年
も
か
か
る
の
か
。

　
道
路
部
長
　
で
き
る
だ
け
こ
の

待
機
件
数
を
減
ら
し
た
い
と
は
考

え
て
い
ま
す
。
た
だ
、
人
、
お
金
、

両
方
の
関
係
で
、
な
か
な
か
事
業

費
が
つ
か
な
い
こ
と
な
ど
の
影
響

が
あ
り
、
現
状
と
し
て
は
、
そ
の

よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
問
　
待
機
期
間
を
縮
め
る
取
り

組
み
を
町
田
市
は
行
っ
て
い
る
の

か
。

　
道
路
部
長
　
事
業
費
な
ど
の
全

体
の
バ
ラ
ン
ス
も
あ
り
ま
す
の
で
、

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
執
行
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
一
番
古

い
順
か
ら
や
っ
て
い
く
と
い
う
の

は
当
然
の
こ
と
で
す
け
れ
ど
も
、

極
力
減
ら
し
た
い
と
は
思
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
辺
は
全
体
の
バ
ラ

ン
ス
に
よ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

私
道
移
管
補
助
事 

業
の
待
機
期
間

　
ち
だ
伸
也（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問
　
交
通
空
白
地
区
の
解
消
に

向
け
た
取
り
組
み
を
問
う
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
主
な
交
通

空
白
地
区
の
う
ち
、
現
在
、
相
原
、

つ
く
し
野
、
本
町
田
、
高
ヶ
坂
・

成
瀬
の
４
地
区
で
新
た
な
公
共
交

通
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
に
向
け
た
検

討
を
行
っ
て
い
ま
す
。
交
通
空
白

地
区
解
消
に
向
け
、
地
域
、
事
業

者
、
市
の
３
者
協
働
に
よ
り
進
め

て
い
ま
す
。
地
域
の
機
運
が
高
ま

り
、
地
域
組
織
の
形
成
が
図
ら
れ

た
地
域
か
ら
公
共
交
通
導
入
の
検

討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
問
　
ま
ち
だ
健
康
づ
く
り
推
進

プ
ラ
ン
の
進
捗
を
問
う
。

　
保
健
所
長
　
過
去
の
計
画
か
ら

継
承
し
た
健
康
に
生
活
で
き
る
ま

ち
を
つ
く
る
、
安
心
で
き
る
地
域

医
療
が
あ
る
ま
ち
を
つ
く
る
、
健

康
的
な
生
活
環
境
を
備
え
人
と
動

物
が
共
生
し
て
い
る
ま
ち
を
つ
く

る
の
３
つ
の
基
本
目
標
の
下
に
７

つ
の
目
標
、
20
の
施
策
を
掲
げ
て

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

交
通
空
白
地
区
の 

解
消
に
向
け
て

七国山緑地保全地域付近の鎌倉街道
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傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
市
庁
舎
3
階
の

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
市
庁
舎
3
階
の

本
会
議
・
委
員
会
の
イ
ン
タ

ネ
ト
放
映
を
行
て
い
ま
す

本
会
議
・
委
員
会
の
イ
ン
タ

ネ
ト
放
映
を
行
て
い
ま
す

議
会
事
務
局
へ
お
い
で
く
だ
さ
い

議
会
事
務
局
へ
お
い
で
く
だ
さ
い

（

）

（

）

http://w
w
w
.gikai-m

achida.jp/
http://w

w
w
.gikai-m

achida.jp/

　
細
野
龍
子
（
日
本
共
産
党
）

　
問
　
障
が
い
者
支
援
セ
ン
タ
ー

の
相
談
機
能
を
高
め
る
た
め
、
予

算
の
上
乗
せ
を
求
め
る
。

　
地
域
福
祉
部
長
　
各
障
が
い
者

支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
量
を
引
き

続
き
把
握
し
、
年
度
ご
と
に
適
正

な
業
務
委
託
料
に
つ
い
て
考
慮
し

て
い
き
ま
す
。

　
問
　
障
が
い
者
支
援
セ
ン
タ
ー

へ
の
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う

べ
き
だ
が
、
ど
う
か
。

　
地
域
福
祉
部
長
　
保
護
者
会
で
、

実
際
に
皆
様
の
声
を
聞
い
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実

施
は
研
究
を
し
て
い
き
た
い
。

　
問
　
南
町
田
区
画
整
理
事
業
に

つ
い
て
東
急
電
鉄
と
の
費
用
負
担
、

換
地
計
画
を
問
う
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
次
年
度
以

降
の
推
移
を
見
き
わ
め
つ
つ
、
最

終
的
な
費
用
負
担
を
決
定
し
て
い

く
考
え
で
す
。
今
後
、
東
急
電
鉄

と
と
も
に
検
討
を
進
め
、
事
業
の

完
了
に
向
け
換
地
計
画
に
も
反
映

し
て
い
き
ま
す
。

障
が
い
者
支
援
セ 

ン
タ
ー
の
充
実
を

　
お
ぜ
き
重
太
郎
（
保
守
の
会
）

　
問
　
台
風
24
号
の
際
に
発
生
し

た
長
時
間
停
電
の
原
因
は
。

　
防
災
安
全
部
長
　
町
田
市
と
稲

城
市
で
発
生
し
た
19
件
の
倒
木
に

よ
る
電
線
の
断
線
及
び
電
柱
破
損

に
よ
る
も
の
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
問
　
防
災
行
政
無
線
の
回
数
を

ふ
や
す
、
広
報
車
を
電
力
会
社
に

要
請
す
る
な
ど
、
市
民
不
安
の
解

消
に
努
め
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

　
防
災
安
全
部
長
　
正
確
な
情
報

を
い
た
だ
け
れ
ば
放
送
す
る
と
い

う
こ
と
を
事
業
者
側
に
伝
え
て
い

ま
す
。
今
後
も
市
で
把
握
し
て
い

る
正
確
な
情
報
が
あ
れ
ば
、
し
っ

か
り
と
お
知
ら
せ
し
て
い
き
た
い
。

　
問
　
長
時
間
の
停
電
の
際
、
市

民
は
不
安
な
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
あ
る
。
電
力
会
社
か
ら
の
早
急

な
情
報
提
供
を
求
め
る
が
ど
う
か
。

　
髙
橋
副
市
長
　
情
報
を
と
も
か

く
出
し
て
く
れ
と
い
う
の
が
我
々

の
ス
タ
ン
ス
に
な
る
と
思
い
ま
す

の
で
、
そ
う
い
う
形
で
今
後
も
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

停
電
時
に
市
民
へ 

積
極
情
報
公
開
を

　
殿
村
健
一
（
日
本
共
産
党
）

　
問
　
滞
納
整
理
事
務
は
、
市
民

の
生
活
再
建
を
基
本
に
し
た
対
応

を
求
め
る
が
ど
う
か
。

　
税
務
担
当
部
長
　
必
要
に
応
じ

て
生
活
就
労
や
生
活
保
護
の
相
談

に
案
内
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、

関
係
部
署
と
連
携
し
、
市
民
に
寄

り
添
っ
た
相
談
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
　「
市
民
文
学
館
は
存
続
す

べ
き
で
あ
る
」
と
の
「
答
申
」
に

対
す
る
認
識
を
問
う
。

　
生
涯
学
習
部
長
　
生
涯
学
習
審

議
会
と
い
う
専
門
的
か
つ
客
観
的

な
立
場
か
ら
意
見
を
い
た
だ
い
た

と
考
え
て
い
ま
す
。
答
申
に
基
づ

き
、
年
度
内
に
教
育
委
員
会
に
お

い
て
方
針
を
決
定
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
小
山

田
非
常
口
工
事
が
地
域
の
住
環
境

に
与
え
る
影
響
と
住
民
の
声
に
、

ど
う
対
応
す
る
考
え
か
。

　
政
策
経
営
部
長
　
Ｊ
Ｒ
東
海
に

は
丁
寧
な
説
明
、
市
民
生
活
に
極

力
影
響
の
な
い
よ
う
な
工
事
、
安

全
対
策
の
徹
底
を
要
請
し
ま
す
。

　
佐
藤
伸
一
郎
（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
博
物
館
の
今
後
に
つ
い
て

の
考
え
方
を
問
う
。

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長
　
博

物
館
で
の
展
示
は
終
了
し
ま
す
が
、

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
を
積
極
的
に
展
開

し
、
よ
り
多
く
の
人
に
文
化
芸
術

に
触
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
問
　（
仮
称
）
国
際
工
芸
美
術

館
の
整
備
の
考
え
方
を
問
う
。

　
市
長
　
６
月
定
例
会
で
の
ご
指

摘
を
踏
ま
え
、
子
ど
も
、
体
験
と

い
う
視
点
、
魅
力
を
市
内
外
に
発

信
す
る
と
い
う
視
点
に
お
い
て
、

検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
問
　
芹
ヶ
谷
公
園
は
中
心
市
街

地
の
重
要
な
地
で
、
文
化
芸
術
に

出
会
え
る
場
と
す
る
こ
と
で
、
全

国
で
も
名
の
通
る
可
能
性
を
有
す

る
場
所
に
な
る
と
考
え
る
が
芸
術

の
杜
の
今
後
の
進
め
方
を
問
う
。

　
市
長
　（
仮
称
）
国
際
工
芸
美

術
館
に
つ
い
て
も
、
芸
術
の
杜
と

い
う
大
き
な
テ
ー
マ
の
中
で
、
も

う
１
度
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
か
ら
し

っ
か
り
と
検
討
し
た
い
。

（
仮
称
）
国
際
工
芸 

美

術

館

整

備

　
東
　
友
美
（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問
　
貧
困
の
連
鎖
を
断
つ
た
め

の
取
り
組
み
は
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
貧
困
の
状

況
に
あ
る
子
ど
も
が
健
や
か
に
育

成
さ
れ
る
環
境
の
整
備
が
必
要
だ

と
考
え
、
計
画
に
沿
っ
て
事
業
展

開
を
図
る
と
と
も
に
、
国
や
都
の

動
向
を
注
視
し
、
状
況
に
応
じ
て

柔
軟
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
問
　
本
年
の
避
難
施
設
開
設
訓

練
に
お
い
て
、
資
機
材
の
設
置
が

で
き
な
い
箇
所
が
あ
っ
た
が
、
今

後
の
対
応
は
。

　
防
災
安
全
部
長
　
研
修
は
し
て

い
ま
す
が
、
わ
か
り
に
く
い
部
分

も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
災
害
の

と
き
、
訓
練
の
と
き
も
含
め
混
乱

し
な
い
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

　
問
　
本
年
６
月
定
例
会
に
て
採

択
さ
れ
た
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
関
す
る
請

願
に
つ
い
て
、
そ
の
後
の
対
応
は
。

　
市
民
協
働
推
進
担
当
部
長
　
各

課
に
確
認
を
し
、
市
営
住
宅
入
居

に
つ
い
て
可
能
性
が
あ
る
か
調
査

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

貧
困
の
連
鎖
を

断
ち
切
る
た
め
に

　
お
く
栄
一
（
公
明
党
）

　
問
　
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

今
後
と
も
防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー
等
の

危
害
防
止
機
構
の
設
置
を
計
画
的

に
進
め
て
ほ
し
い
。

　
学
校
教
育
部
長
　
防
火
シ
ャ
ッ

タ
ー
の
更
新
は
、
中
規
模
改
修
な

ど
に
合
わ
せ
て
行
い
、
既
存
シ
ャ

ッ
タ
ー
へ
の
危
害
防
止
機
構
の
設

置
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
状
況

に
応
じ
て
実
施
し
て
い
き
た
い
。

　
問
　
ド
ッ
グ
ラ
ン
は
、
公
園
以

外
に
設
置
で
き
る
環
境
と
要
件
が

整
え
ば
新
た
に
設
置
し
て
は
。

　
下
水
道
部
長
　
条
件
整
備
が
整

い
ま
し
た
場
合
に
は
可
能
で
あ
る

か
な
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
問
　
が
ん
の
死
亡
者
上
位
は
、

「
肺
が
ん
」
が
占
め
る
。
「
肺
が

ん
検
診
」
の
再
ス
タ
ー
ト
を
。

　
保
健
所
長
　
40
歳
以
上
の
市
民

が
希
望
す
れ
ば
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線

検
査
を
受
診
で
き
、
喀
た
ん
細
胞

診
も
実
施
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み

が
可
能
か
、
研
究
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

学
校
施
設
へ
の
安 

全
対
策
強
化
を
！

　
佐
々
木
智
子
（
日
本
共
産
党
）

　
問
　
高
齢
者
・
障
が
い
者
等
が

安
全
に
移
動
で
き
る
よ
う
山
崎
団

地
周
辺
地
区
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本

構
想
を
見
直
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
全
体
の
約

６
割
が
完
了
し
て
い
ま
す
。
17
年

度
に
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
協

議
会
に
諮
問
し
て
お
り
、
順
次
改

定
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
問
　
生
活
保
護
基
準
の
引
き
下

げ
が
就
学
援
助
等
の
認
定
に
連
動

し
な
い
よ
う
求
め
る
が
ど
う
か
。

　
白
川
哲
也
（
保
守
の
会
）

　
問
　
本
年
よ
り
町
田
市
制
60
周

年
を
契
機
に
始
ま
っ
た
ま
ち
だ
○

ご
と
大
作
戦
で
あ
る
が
、
周
年
関

連
事
業
の
実
施
状
況
は
ど
う
か
。

　
広
報
担
当
部
長
　
意
識
的
に
60

周
年
を
前
面
に
出
し
た
も
の
が
感

じ
ら
れ
な
か
っ
た
か
も
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
３
Ｄ
ホ
ロ
グ
ラ
ム
の

「
町
田
今
昔
物
語
」、
成
瀬
の
文

化
財
を
成
瀬
で
見
る
学
ぶ
大
作
戦

と
い
う
事
業
も
あ
り
ま
す
。

　
問
　
補
助
金
の
出
し
方
に
つ
い

　
学
校
教
育
部
長
　
準
要
保
護
の

認
定
は
、
13
年
４
月
時
点
の
生
活

保
護
基
準
の
１
・
１
倍
未
満
で
審

査
を
行
い
、
現
時
点
で
認
定
基
準

倍
率
の
変
更
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
問
　
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助

手
）
派
遣
事
業
の
現
状
と
小
学
校

の
英
語
教
科
化
へ
の
対
応
を
問
う
。

　
学
校
教
育
部
長
　
教
員
が
Ａ
Ｌ

Ｔ
に
直
接
指
示
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
新
学
習
指
導
要
領
の

内
容
を
先
取
り
す
る
形
で
英
語
教

育
を
進
め
て
い
ま
す
。

て
多
く
の
要
望
が
あ
っ
た
が
、
ど

の
よ
う
に
改
善
し
た
か
。

　
髙
橋
副
市
長
　
目
標
値
が
集
ま

っ
た
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

の
可
能
性
を
含
め
、
い
ろ
い
ろ
な

も
の
が
出
て
き
ま
し
た
。

　
問
　
今
後
の
方
向
性
、
ポ
ス
ト

○
ご
と
大
作
戦
の
考
え
方
は
。

　
市
長
　
盛
り
上
が
り
が
終
わ
る

と
沈
ん
じ
ゃ
う
、
そ
れ
を
防
ぐ
仕

組
み
と
し
て
、
（
仮
称
）
地
域
活

動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
一
定
の

役
割
を
果
た
す
と
思
い
ま
す
。

山
崎
団
地
の
バ
リ 

ア
フ
リ
ー
を
問
う

ま
ち
だ
○
ご
と
大 

作
戦
に
つ
い
て

　
大
西
宣
也
　（
保
守
の
会
）

　
問
　
市
老
連
に
加
入
し
て
い
な

い
団
体
と
加
入
し
て
い
る
団
体
で

は
市
に
対
す
る
貢
献
度
が
全
く
違

っ
て
い
る
。
市
の
補
助
金
は
一
律

で
あ
る
が
貢
献
度
に
合
っ
た
支
給

方
法
に
変
更
す
べ
き
で
あ
る
。

　
市
長
　
予
算
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

要
綱
に
従
っ
て
決
め
て
い
る
わ
け

で
、
要
綱
の
変
え
方
は
非
常
に
難

し
い
。
で
す
か
ら
、
根
本
的
に
自

主
的
な
組
織
と
補
助
金
と
の
関
係

は
、
き
ょ
う
こ
こ
で
今
私
が
答
え

る
ぐ
ら
い
簡
単
で
は
な
さ
そ
う
で

す
が
、
し
っ
か
り
そ
こ
は
お
尋
ね

に
答
え
ら
れ
る
よ
う
な
整
理
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
問
　
勤
務
中
の
喫
煙
は
、
公
務

の
遂
行
に
ど
の
よ
う
な
支
障
が
あ

る
か
。
今
後
の
対
応
は
。

　
総
務
部
長
　
緊
急
の
調
整
事
に

対
応
で
き
な
い
、
ま
た
、
業
務
量

や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
も
影
響
す
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
人
事
考

課
制
度
の
実
施
で
、
離
席
の
抑
制

を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
の 

補
助
金
に
つ
い
て

　
石
川
好
忠
（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
こ
の
た
び
国
民
健
康
保
険

制
度
改
正
が
行
わ
れ
た
が
、
町
田

市
へ
の
影
響
は
ど
う
か
。
今
後
の

具
体
的
な
取
り
組
み
は
何
か
。

　
髙
橋
副
市
長
　
市
民
が
行
う
手

続
き
な
ど
へ
の
影
響
は
あ
り
ま
せ

ん
。
市
で
は
赤
字
額
を
10
年
間
で

50
％
削
減
す
る
目
標
を
設
定
し
ま

し
た
。
保
険
税
を
引
き
上
げ
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
レ
セ
プ

ト
２
次
点
検
、
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計

画
、
収
納
率
向
上
対
策
に
取
り
組

み
、
赤
字
削
減
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
問
　
町
田
市
の
現
在
の
ご
み
減

量
状
況
、
ま
た
イ
ベ
ン
ト
時
の
ご

み
の
取
扱
い
に
つ
い
て
問
う
。

　
環
境
資
源
部
長
　
ご
み
と
し
て

処
理
す
る
量
は
、
17
年
度
は
、
約

10
万
ト
ン
で
あ
っ
た
09
年
度
か
ら

７
％
減
少
し
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン

ト
時
に
、
分
別
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

貸
し
出
し
や
、
分
別
に
関
す
る
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
等
を
行
う
イ
ベ

ン
ト
ご
み
減
量
支
援
制
度
を
利
用

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

町
田
市
の
国
民
健 

康
保
険
に
つ
い
て

用語の解説 本文中の青文字の解説です

◎Ｄサミット� 【２面】
　認知症の人に優しい町の実現に向けて、認知症
当事者や現在まちづくりに取り組んでいる方々が
集い、ともに考えるイベントのこと。
◎ＳＢＰ（ソーシャル・ビジネス・プロジェクト）�【３面】
　地域振興の観点から、地元に残って地場産業の
活性化やまちづくりを担う人材を各地で養成する
ために、高校生らが地域の課題を実際にビジネス
の手法を用いて解決する取り組みのこと。
◎アウトリーチ� 【４面】
　公的機関、公共的文化施設などが行う、地域へ
の出張サービスのこと。
◎喀たん細胞診� 【４面】
　気管支、肺から喀出されるたんを顕微鏡下で観
察する検診のこと。
◎データヘルス計画� 【４面】
　健康・医療情報分析に基づく生活習慣病等予防
事業実施計画のこと。効果的かつ効率的な保健事
業を展開することで、健康の保持増進を図ること
を目的としたもの。

文
学
館
は
存
続

す
べ
き
で
あ
る

芹ヶ谷公園
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傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
市
庁
舎
3
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の
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希
望
さ
れ
る
方
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市
庁
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3
階
の

本
会
議
・
委
員
会
の
イ
ン
タ

ネ
ト
放
映
を
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い
ま
す

本
会
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・
委
員
会
の
イ
ン
タ

ネ
ト
放
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を
行
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ま
す
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町田市議会の会議録
　町田市議会のホームペー
ジ、市庁舎３階の議会図書
室又はお近くの図書館でご
覧いただくことができます。
（ 本 定 例 会 の 会 議 録 は、 
２月末に完成予定です。） 

　

一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ

せ
た
１２
月
補
正
予
算
額
は
、
１
億

１
２
７
４
万
１
千
円
と
な
り
ま
す
。

　

一
般
会
計
補
正
額
の
う
ち
歳
入

は
、
国
庫
支
出
金
―
△
１
８
３
６

万
９
千
円
、
都
支
出
金
―
△
５
１

８
８
万
６
千
円
、
寄
附
金
―
６
０

０
万
円
、
繰
入
金
―
１
億
６
９
８

８
万
３
千
円
、
市
債
―
△
１
５
０

０
万
円
で
す
。
歳
出
の
主
な
も
の

は
次
の
通
り
で
す
。

　
総
務
費
　

　

財
政
管
理
費
の
ま
ち
だ
未
来
づ

く
り
基
金
積
立
金
―
５
８
０
万
円
、

納
税
管
理
費
の
市
民
税
過
誤
納
還

付
金
―
４
０
０
０
万
円
。

　
民
生
費
　

　

児
童
青
少
年
費
の
子
ど
も
ク
ラ

ブ
整
備
工
事
監
理
委
託
料
―
△
９

２
８
万
円
、
子
ど
も
ク
ラ
ブ
整
備

工
事
費
―
△
１
億
７８
万
８
千
円
。

　
消
防
費
　

　

防
災
対
策
費
の
消
防
団
運
営
消

耗
品
費
―
１
０
７
５
万
７
千
円
。

　
教
育
費
　

　

学
校
施
設
費
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

撤
去
・
改
修
工
事
費
―
７
０
０
５

万
６
千
円
。

平
成
30
年
度

12
月
補
正
予
算

の
あ
ら
ま
し

� ( 単位：千円）

区　分 補正前の額 補正額 計構成比
（％）

構成比
（％）

一 般 会 計 154,545,664� 57.2� 90,628 154,636,292� 57.2�

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険
事 業 会 計 43,931,131� 16.3� 22,113 43,953,244� 16.3�

下 水 道
事 業 会 計 11,228,025� 4.2� － 11,228,025� 4.2�

介 護 保 険
事 業 会 計 33,854,869� 12.5� － 33,854,869� 12.5�

後期高齢者医療
事 業 会 計 11,117,946� 4.1� － 11,117,946� 4.1�

病院事業会計 15,339,083� 5.7� － 15,339,083� 5.7�
収 益 的 14,482,341� 5.4� － 14,482,341� 5.4�
資 本 的 856,742� 0.3� － 856,742� 0.3�
小　　計 115,471,054� 42.8� 22,113 115,493,167� 42.8�

合　　　計 270,016,718 100.0� 112,741 270,129,459� 100.0�

平成30年度（201８年度）12月補正　会計別予算構成表

森
林
環
境
税
の
活
用
に
関
す

る
意
見
書

認
知
症
施
策
の
推
進
を
求
め

る
意
見
書�

白
タ
ク
行
為
へ
の
更
な
る
対

策
強
化
に
関
す
る
意
見
書�

無
戸
籍
問
題
の
解
消
を
求
め

る
意
見
書�

義
援
金
差
押
禁
止
法
の
恒
久

化
を
求
め
る
意
見
書�

住
民
票
の
除
票
及
び
戸
籍
の

附
票
の
除
票
の
保
存
期
間
の

延
長
を
求
め
る
意
見
書

Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０
時

代
に
向
け
た
学
校
教
育
環
境

の
整
備
を
求
め
る
意
見
書

東
京
都
な
ら
び
に
国
に
お
け

る
小
中
学
校
体
育
館
等
へ
の

空
調
設
備
設
置
促
進
に
関
す

る
意
見
書

　

現
状
に
お
い
て
全
国
で
所
有
者

不
明
土
地
が
広
く
存
在
し
、
今
後

さ
ら
に
増
え
る
と
見
込
ま
れ
て
い

る
。
国
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
対

策
が
取
ら
れ
て
い
る
が
、
所
有
者

不
明
土
地
だ
け
で
な
く
、
空
き
家

問
題
に
お
け
る
所
有
者
の
特
定
に

有
効
な
住
民
票
の
除
票
及
び
戸
籍

の
附
票
の
除
票
に
つ
い
て
は
、
現

状
５
年
を
超
え
た
保
存
は
法
的
に

義
務
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。

　

そ
こ
で
、
住
民
票
の
除
票
及
び

戸
籍
の
附
票
の
除
票
の
保
存
期
間

を
、
現
行
の
５
年
か
ら
１
５
０
年

程
度
に
延
長
す
る
よ
う
法
令
改
正

を
行
う
こ
と
、
及
び
法
令
改
正
ま

で
の
期
間
、
各
自
治
体
に
お
い
て

除
票
等
の
廃
棄
が
進
行
し
な
い
よ

う
通
達
を
行
う
こ
と
を
求
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
６
件
宛
て

　

Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０
時
代

は
、
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
Ｏ
Ｔ
等
の
革
新
的

技
術
を
初
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
活
用

に
よ
る
新
た
な
教
育
の
展
開
が
不

可
欠
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
次
の
項

目
の
実
現
を
強
く
求
め
る
。
①
１８

～
２２
年
度
ま
で
行
う
地
方
財
政
措

置
は
、
自
治
体
に
お
い
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ

環
境
整
備
に
向
け
ら
れ
る
よ
う
周

知
徹
底
し
、
よ
り
使
い
勝
手
の
良

い
制
度
に
す
る
等
、
一
層
の
拡
充

を
行
う
こ
と
②
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の

配
置
が
進
む
よ
う
周
知
徹
底
し
、

教
員
向
け
研
修
等
の
充
実
を
図
る

こ
と
③
「
公
正
に
個
別
最
適
化
さ

れ
た
学
び
」
を
広
く
実
現
す
る
た

め
、
「
未
来
型
教
育
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
」
の
開
発
・
実
証
を
行
い
、
学

校
教
育
の
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
５
件
宛
て

　

東
京
都
は
、
暑
さ
対
策
を
盛
り

込
ん
だ
9２
億
円
の
補
正
予
算
案
を

公
表
し
た
。
そ
の
う
ち
、
８２
億
円

を
小
中
学
校
体
育
館
等
へ
の
空
調

設
備
設
置
な
ど
暑
さ
対
策
に
充
て

る
と
し
て
い
る
。
区
市
町
村
が
契

約
、
設
計
、
工
事
を
速
や
か
に
実

施
し
、
来
年
夏
ま
で
に
空
調
設
置

を
間
に
合
わ
せ
る
た
め
に
、
都
は
、

そ
の
補
助
率
を
２
０
１
８
年
度
の

み
３
分
の
２
と
し
て
い
る
が
、
整

備
の
促
進
を
考
え
れ
ば
、
２
０
１

９
年
度
以
降
も
こ
の
補
助
率
の
引

き
上
げ
を
継
続
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
国
に
お
い
て
は
、
空
調
設

備
の
設
置
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
国

庫
補
助
を
十
分
に
確
保
す
べ
き
で

あ
る
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
６
件
宛
て

　

国
は
「
平
成
30
年
度
税
制
改
正

の
大
綱
」
に
お
い
て
、
市
町
村
が

実
施
す
る
森
林
整
備
等
に
必
要
な

財
源
に
充
て
る
た
め
、
平
成
3１
年

度
の
税
制
改
正
に
お
い
て
、
（
仮

称
）
森
林
環
境
税
及
び
（
仮
称
）

森
林
環
境
譲
与
税
（
以
下
、
「
譲

与
税
」
と
い
う
。）
を
創
設
す
る

こ
と
と
し
た
。

　

そ
こ
で
、
①
都
内
市
区
町
村
の

譲
与
税
の
活
用
に
関
す
る
担
当
窓

口
を
設
置
す
る
こ
と
②
都
内
の
市

区
町
村
に
交
付
さ
れ
る
譲
与
税
が
、

多
摩
産
材
な
ど
都
の
森
林
の
た
め

に
活
用
さ
れ
る
よ
う
積
極
的
に
働

き
か
け
る
こ
と
③
都
に
交
付
さ
れ

る
譲
与
税
を
活
用
し
、
林
業
従
事

者
育
成
の
た
め
の
諸
施
策
を
強
化

す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

東
京
都
知
事
ほ
か
１
件
宛
て

　

認
知
症
は
、
今
や
誰
で
も
発
症

す
る
可
能
性
が
あ
り
、
誰
も
が
介

護
者
と
な
り
得
る
た
め
、
認
知
症

施
策
の
推
進
は
極
め
て
重
要
で
あ

る
。
ま
た
、
認
知
症
施
策
の
推
進

に
当
た
っ
て
は
、
認
知
症
と
診
断

さ
れ
て
も
、
尊
厳
を
も
っ
て
生
き

る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
を

目
指
し
、
当
事
者
の
意
思
を
大
切

に
し
、
家
族
等
も
寄
り
添
っ
て
い

く
姿
勢
で
臨
む
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
ま
た
、
「
若
年
性
認
知
症
」

な
ど
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
取
り
組

ま
れ
て
こ
な
か
っ
た
、
多
岐
に
わ

た
る
課
題
に
も
踏
み
込
ん
で
い
く

必
要
が
あ
る
。
よ
っ
て
政
府
に
お

か
れ
て
は
、
認
知
症
施
策
の
さ
ら

な
る
充
実
、
加
速
化
を
目
指
し
、

基
本
法
の
制
定
も
視
野
に
入
れ
た

施
策
の
推
進
を
強
く
求
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
４
件
宛
て

　

近
年
、
白
タ
ク
行
為
が
横
行
し

て
お
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
明
白

な
道
路
運
送
法
違
反
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
国
土
交
通
省
、
警
察
庁
、

法
務
省
、
業
界
団
体
等
の
連
携
に

よ
り
対
策
を
行
っ
て
い
る
が
、
い

ま
だ
解
決
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

よ
っ
て
次
の
事
項
に
つ
い
て
所
要

の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
求
め
る
。

①
白
タ
ク
行
為
に
該
当
す
る
よ
う

な
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
は
、
利
用
者
の

安
心
・
安
全
に
極
め
て
大
き
な
懸

念
が
あ
り
、
更
に
、
改
正
タ
ク
シ

ー
特
措
法
の
意
義
を
損
な
う
こ
と

が
危
惧
さ
れ
る
た
め
、
十
分
慎
重

に
検
討
す
る
こ
と
②
道
路
運
送
法

違
反
で
あ
る
白
タ
ク
行
為
に
対
し
、

更
な
る
対
策
強
化
を
行
う
こ
と
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
６
件
宛
て

　

何
ら
か
の
事
情
で
出
生
届
を
出

さ
ず
戸
籍
が
な
い
こ
ど
も
や
成
人

が
生
じ
て
い
る
無
戸
籍
問
題
の
早

急
な
解
消
と
、
無
戸
籍
者
が
不
利

益
を
受
け
な
い
た
め
に
、
次
の
事

項
を
求
め
る
。
①
強
制
認
知
調
停

の
申
立
て
に
つ
い
て
、
家
庭
裁
判

所
の
窓
口
の
対
応
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
記
載
、
お
よ
び
申
立
書
の
書

式
を
是
正
す
る
こ
と
②
関
係
機
関

に
対
し
無
戸
籍
者
問
題
の
理
解
を

促
し
、
適
切
な
対
応
を
周
知
徹
底

す
る
こ
と
③
嫡
出
否
認
の
提
訴
権

者
の
拡
大
、
出
訴
期
間
の
延
長
の

ほ
か
、
嫡
出
推
定
の
例
外
規
定
を

設
け
る
な
ど
、
新
た
な
無
戸
籍
者

を
生
み
出
さ
な
い
た
め
の
民
法
改

正
を
検
討
す
る
こ
と
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
４
件
宛
て

　
「
義
援
金
差
押
禁
止
法
」
と
は
、

被
災
者
の
生
活
再
建
を
支
援
す
る

た
め
、
義
援
金
の
交
付
を
受
け
る

権
利
を
譲
渡
し
た
り
、
担
保
に
供

し
た
り
、
差
し
押
さ
え
た
り
す
る

こ
と
や
義
援
金
と
し
て
交
付
さ
れ

た
金
銭
を
差
し
押
さ
え
る
こ
と
を

禁
止
し
た
法
律
で
あ
り
、
こ
れ
ま

で
東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
、
台

風
や
地
震
な
ど
災
害
発
生
の
た
び

に
時
限
立
法
と
し
て
制
定
さ
れ
て

き
た
。
し
か
し
、
近
年
の
自
然
災

害
の
頻
度
か
ら
恒
久
法
と
し
て
の

制
定
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
災
害
の
た
び
に
立
法

措
置
す
る
の
で
は
な
く
、
国
会
が

閉
会
し
て
い
る
間
に
も
対
応
が
可

能
と
な
る
よ
う
、
恒
久
法
と
し
て

早
期
に
立
法
化
す
る
こ
と
を
求
め

る
も
の
で
あ
る
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
４
件
宛
て

議
員
提
出
議
案

意
見
書（
要
旨
）

本
定
例
会
で
は
意
見
書
８
件
を
可
決

し
、
議
長
名
で
関
係
行
政
庁
へ
提
出
し

ま
し
た
。
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
松
葉
ひ
ろ
み
（
公
明
党
）

　
問　
新
ま
ち
と
も
開
始
前
に
、

ス
タ
ッ
フ
が
動
き
や
す
い
よ
う
に

支
援
す
べ
き
と
思
う
が
い
か
が
か
。

　
子
ど
も
生
活
部
長　
消
耗
品
な

ど
、
直
接
購
入
で
き
ず
に
、
不
便

を
感
じ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
協

議
会
が
直
接
行
う
方
法
を
、
現
在

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
問　
医
療
的
ケ
ア
児
・
重
症
心

身
障
が
い
児
支
援
協
議
会
で
は
、

今
後
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
協
議
し

て
い
く
計
画
な
の
か
。

　
子
ど
も
生
活
部
長　
協
議
会
発

足
時
に
、
市
立
小
中
学
校
で
の
受

け
入
れ
、
社
会
参
加
に
向
け
た
連

携
体
制
等
の
課
題
を
挙
げ
、
今
後
、

庁
内
の
調
整
と
協
議
会
の
意
見
を

参
考
に
協
議
項
目
を
定
め
ま
す
。

　
問　
死
亡
手
続
き
な
ど
の
煩
雑

な
手
続
き
を
最
小
限
で
行
え
る
市

民
サ
ー
ビ
ス
を
す
べ
き
だ
が
。

　
市
民
部
長　
遺
族
の
方
向
け
の

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
、
工
夫
で
き

る
部
分
は
あ
り
ま
す
の
で
、
他
市

の
事
例
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

新
ま
ち
と
も
の
開 

設
支
援
の
充
実
を

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ 

振
興
等
に
つ
い
て

　
戸
塚
正
人
（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問　
南
地
区
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境

が
市
や
都
の
計
画
に
よ
り
、
ス
ポ

ー
ツ
広
場
が
時
期
を
重
複
し
て
使

用
で
き
な
く
な
り
、
多
く
の
ス
ポ

ー
ツ
難
民
が
出
て
い
る
。
計
画
時

期
を
ず
ら
す
等
の
工
夫
を
求
め
る
。

　
市
長　
鞍
掛
に
つ
い
て
は
利
用

率
が
低
い
の
で
、
少
し
工
事
を
し

な
い
選
択
で
と
り
あ
え
ず
と
い
う

こ
と
は
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

南
は
ち
ょ
っ
と
代
替
の
エ
リ
ア
が

見
つ
か
ら
な
い
と
い
う
状
況
だ
と

い
う
こ
と
は
よ
く
認
識
し
て
い
ま

す
。
も
う
一
工
夫
が
必
要
な
の
か

な
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　
問　
受
益
者
負
担
の
方
針
で
は
、

青
少
年
育
成
に
資
す
る
ス
ポ
ー
ツ

は
使
用
料
無
料
が
原
則
だ
。
鶴
間

公
園
ス
ポ
ー
ツ
広
場
は
無
料
か
。

　
市
長　
ど
う
い
う
形
態
で
あ
れ

ば
減
免
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を

あ
ら
か
じ
め
示
し
、
施
設
を
使
う

方
に
も
理
解
で
き
る
よ
う
な
仕
組

み
を
確
立
し
て
い
き
た
い
と
い
う

ふ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。

南
地
区
の
ス
ポ
ー 

ツ
環
境
に
つ
い
て

　
お
ん
じ
ょ
う
由
久
（
公
明
党
）

　
問　
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
さ
ら

な
る
振
興
が
必
要
。
ニ
ー
ズ
に
沿

っ
た
環
境
整
備
に
対
し
、
市
の
取

り
組
み
は
。

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長　
第

二
次
野
津
田
公
園
整
備
基
本
計
画

の
中
に
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
や
Ｂ

Ｍ
Ｘ
、
イ
ン
ラ
イ
ン
ス
ケ
ー
ト
が

で
き
る
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
施
設
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
設
備
は
、
沼
中
央
広
場
に
設
置

予
定
で
す
。
ボ
ッ
チ
ャ
、
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
年
配
者
の
方
や

障
が
い
者
の
方
に
大
変
有
効
と
考

え
、
体
験
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
問　
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る

人
材
確
保
が
必
要
。
市
の
取
り
組

み
は
。

　
髙
橋
副
市
長　
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ

ニ
ア
と
呼
ば
れ
る
元
気
な
高
齢
者

の
就
労
支
援
を
推
進
し
、
１9
年
の

１
月
か
ら
子
育
て
中
や
子
育
て
が

一
段
落
し
た
女
性
、
外
国
人
な
ど

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
新
た
な
人

材
確
保
の
事
業
を
開
始
し
ま
す
。
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～常任委員会の活動状況～

　市議会には、４つの常任委員会が設置されており、本会議で付託された議案・請願等、各所管事項に
ついて詳細にわたり審査を行っています。その中から、各委員会の主な審査状況をお知らせします。

委員会の審査から

市議会を傍聴しませんか
　市庁舎３階の受付カウンター
までお気軽にお越しください。
　次回３月定例会の日程は1面
をご覧ください。

アカウント
町田市議会
(町田市公式）
＠machida_gikai

Twitterを利用しています!Twitterを利用しています!
　町田市議会では、常任委員会の活動として、市内の各種団体の皆さんと懇談会を開催し、市民と議会の意見を交換する場としています。懇談会で出され
た意見については、議会活動に反映させていただきます。12月に開催した懇談会は次のとおりです。

日付 団体名 内容 対応した常任委員会

12月19日 町田市知的障がい者育成会（町田市手をつなぐ親の会） ○障がい者グループホーム地域ネットワーク事業　他 健康福祉

12月19日 町田市聴覚障がい者の福祉向上のため共に歩む六団体懇談会 ○聴覚障がい者の実情と障がい者差別の解消について 健康福祉

12月19日 特定非営利活動法人東京養育家庭の会みどり支部町田 ○養育家庭について意見交換 文教社会

て
も
そ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

　
委
員　
朝
１
時
間
、
夜
１
時
間

半
ふ
や
す
こ
と
で
、
急
に
20
台
も

ふ
え
る
の
か
。

　
産
業
政
策
課
長　
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
し
た
と
こ
ろ
、
も
う
少
し

時
間
帯
を
前
後
に
延
ば
せ
ば
、
ぜ

ひ
手
を
上
げ
た
い
と
い
う
意
見
も

あ
り
ま
し
た
の
で
、
今
回
、
開
場

時
間
を
変
更
し
ま
し
た
。

町
田
市
町
田
タ
ー
ミ
ナ
ル
プ

ラ
ザ
条
例
の
一
部
を
改
正

～
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の

�
開
場
時
間
を
延
長
等
～

　
委
員　
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
時

間
の
変
更
に
よ
っ
て
増
便
が
見
込

ま
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
具
体

的
に
は
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

　
産
業
政
策
課
長　
今
現
在
入
っ

て
い
る
会
社
か
ら
時
間
帯
を
ふ
や

せ
ば
利
用
が
ふ
え
る
可
能
性
が
あ

る
と
い
う
話
を
い
た
だ
き
、
そ
れ

に
基
づ
き
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
約
20
路

線
を
新
規
に
入
れ
た
い
と
い
う
希

望
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
委
員　
所
要
時
間
の
増
加
と
い

う
こ
と
に
な
れ
ば
、
よ
り
長
距
離

が
走
れ
る
の
か
。
走
る
コ
ー
ス
と

か
メ
ニ
ュ
ー
が
ふ
え
る
の
か
。

　
産
業
政
策
課
長　
現
在
の
便
数

の
ほ
か
に
見
込
め
る
と
こ
ろ
と
し

て
、
名
古
屋
方
面
、
関
西
方
面
な

ど
、
需
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
の

か
と
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　
委
員　
昨
今
の
社
会
問
題
と
し

て
、
特
に
長
距
離
バ
ス
の
運
転
手

の
不
足
と
い
う
問
題
で
、
い
わ
ゆ

る
過
重
労
働
と
か
、
時
間
帯
が
広

が
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
う
い
っ

た
心
配
は
な
い
の
か
。

　
産
業
政
策
課
長　
タ
ー
ミ
ナ
ル

の
時
間
帯
が
ふ
え
る
こ
と
自
体
は

特
段
、
労
務
関
係
と
い
う
こ
と
で

は
影
響
は
関
係
な
い
と
思
い
ま
す
。

一
方
で
、
運
転
手
が
足
り
な
い
こ

と
は
、
路
線
バ
ス
に
つ
い
て
も
聞

い
て
い
る
の
で
、
長
距
離
に
お
い

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
森
野
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

～
選
定
方
法
に
つ
い
て

�
議
論
が
深
ま
る
～

　
委
員　
評
価
の
あ
り
方
と
し
て

は
、
個
社
よ
り
は
グ
ル
ー
プ
視
点

で
の
評
価
を
す
る
必
要
性
も
あ
る

と
思
う
。
あ
え
て
個
社
で
や
る
と

い
う
こ
と
で
議
論
を
尽
く
し
、
決

め
て
い
る
の
か
。

　
高
齢
者
福
祉
課
長　
株
式
会
社

と
特
定
非
営
利
活
動
法
人
は
法
人

格
が
異
な
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、

株
式
会
社
は
出
資
者
の
資
本
を
元

手
に
営
利
を
目
的
と
し
て
運
営
さ

れ
る
組
織
で
、
特
定
非
営
利
活
動

法
人
は
非
営
利
で
不
特
定
か
つ
多

数
の
も
の
の
利
益
の
増
進
に
寄
与

す
る
こ
と
が
目
的
と
い
う
形
で
運

営
さ
れ
て
い
ま
す
。
組
織
の
成
り

立
ち
が
多
少
異
な
っ
て
、
一
概
に

同
じ
で
あ
る
と
は
少
し
言
い
が
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
委
員　
選
考
は
３
団
体
で
選
考

委
員
会
が
決
め
た
と
い
う
こ
と
だ

が
、
ほ
か
の
２
団
体
と
ど
の
辺
で

差
が
つ
い
た
の
か
。

　
高
齢
者
福
祉
課
長　
応
募
団
体

小
学
校
給
食
と
同
じ
よ
う
な

中
学
校
給
食
の
実
施
を
求
め

る
請
願

　
委
員　
請
願
者
の
方
は
、
自
校

方
式
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
、
そ
の
点
は
ど
う
か
。

　
保
健
給
食
課
長　
現
在
の
方
式

が
ニ
ー
ズ
に
合
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
が
第
１
点
、
そ
れ
か
ら
、
給

食
セ
ン
タ
ー
方
式
を
と
る
に
し
て

も
多
額
の
費
用
が
か
か
る
の
は
同

じ
こ
と
で
す
の
で
、
現
在
の
と
こ

ろ
は
新
た
な
方
式
へ
と
い
う
展
開

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
委
員　
ラ
ン
チ
ボ
ッ
ク
ス
形
式

の
給
食
が
お
い
し
く
な
い
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
の
問
題
で
、
も
し
頼
ま

れ
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ

町
田
市
自
転
車
等
駐
車
場
条

例
の
一
部
を
改
正

～
市
以
外
の
公
共
団
体
が

�

直
接
管
理
へ
等
～

　
委
員　
全
面
的
に
管
理
運
営
を

担
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
市
の
役

割
は
ど
の
よ
う
に
担
保
さ
れ
る
の

か
。
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
と
か

料
金
な
ど
の
設
定
に
つ
い
て
、
協

定
書
の
中
で
ど
の
よ
う
な
形
で
結

ば
れ
て
い
く
の
か
。

　
道
路
管
理
課
担
当
課
長　
今
後
、

整
備
セ
ン
タ
ー
に
業
務
を
お
願
い

す
る
に
当
た
っ
て
、
協
定
書
を
締

結
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
基
本

的
に
は
利
用
料
金
を
据
え
置
く
と

か
、
利
用
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
に
な
ら
な
い
と
い
っ
た
と

こ
ろ
は
今
後
つ
く
る
協
定
書
の
中

で
き
ち
ん
と
書
き
込
み
な
が
ら
、

今
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
下
げ
ず
に
、

か
つ
利
用
料
に
つ
い
て
も
、
例
え

ば
消
費
税
が
増
税
さ
れ
る
と
か
、

そ
う
い
っ
た
外
的
要
因
が
あ
る
と

料
金
に
つ
い
て
は
変
わ
る
か
も
し

れ
な
い
け
れ
ど
も
、
基
本
的
に
は

料
金
も
変
え
ず
に
や
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

町
田
市
立
公
園
条
例
の
一
部

を
改
正

～
公
園
の
利
用
料
金
等
を

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に

�

伴
い
改
定
等
～

　
委
員　
公
共
施
設
の
中
で
消
費

税
の
納
税
義
務
は
あ
る
の
か
。

　
都
市
づ
く
り
部
次
長　
納
税
義

務
に
つ
い
て
は
あ
り
ま
せ
ん
。

12
月
13
日
に
議
案
５
件
の
審

査
を
行
い
ま
し
た
。

12
月
13
日
に
議
案
２
件
の
審

査
を
行
い
ま
し
た
。

12
月
12
日
に
議
案
15
件
、
請

願
１
件
の
審
査
を
行
い
ま
し

た
。

12
月
12
日
に
議
案
５
件
の
審

査
を
行
い
ま
し
た
。

総
　
務

健
康
福
祉

文
教
社
会

建
　
設

の
そ
れ
ぞ
れ
の
合
計
点
を
参
考
に

候
補
者
を
決
定
し
ま
し
た
。
応
募

３
団
体
に
対
す
る
各
委
員
の
評
価

が
多
少
違
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
今

回
は
人
的
安
定
性
の
項
目
、
類
似

施
設
の
管
理
実
績
の
項
目
等
で
ほ

か
の
２
団
体
と
差
が
出
て
い
た
形

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
委
員　
一
番
は
継
続
性
が
問
わ

れ
る
と
思
う
。
採
算
が
合
わ
な
い

か
ら
と
い
っ
て
す
ぐ
手
を
引
か
れ

て
し
ま
っ
た
ら
、
実
際
利
用
し
て

い
る
人
が
困
る
の
で
、
そ
う
い
う

面
で
は
、
市
が
指
定
し
た
と
い
う

こ
と
で
は
、
し
っ
か
り
と
こ
れ
か

ら
継
続
し
て
、
毎
年
事
業
評
価
な

ど
を
し
な
が
ら
や
っ
て
い
く
の
か
。

　
高
齢
者
福
祉
課
長　
事
業
評
価

を
毎
年
や
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ

の
中
で
見
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

は
改
善
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
今
何
か

方
策
と
い
う
も
の
は
と
ら
れ
て
い

る
の
か
。

　
保
健
給
食
課
長　
小
学
校
、
中

学
校
に
お
い
て
、
保
護
者
向
け
で

す
と
か
小
学
生
向
け
の
試
食
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。
試
食
会
の
後
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

お
い
し
い
と
い
う
よ
う
な
意
見
が

お
よ
そ
50
％
前
後
で
す
。
悪
い
意

見
と
し
て
は
、
量
が
選
べ
る
と
い

い
と
か
、
保
護
者
の
方
の
つ
く
る

お
弁
当
が
よ
い
と
い
う
よ
う
な
と

こ
ろ
で
す
。
小
学
校
の
給
食
は
み

ん
な
お
い
し
く
て
、
中
学
校
に
な

る
と
急
に
お
い
し
く
な
い
と
い
う

話
に
な
っ
て
き
ま
す
と
、
何
が
違

う
か
と
い
う
と
、
本
当
に
単
純
に

比
較
を
し
ま
す
と
、
配
食
の
際
の

温
度
設
定
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
学
校
給
食
に
携
わ
っ
て
き
た
栄

養
士
が
今
、
中
学
校
給
食
を
や
っ

て
い
ま
す
し
、
栄
養
の
こ
と
で
す

と
か
、
彩
り
を
含
め
て
責
任
を
持

っ
て
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
し
、
今

後
も
そ
の
よ
う
に
し
て
い
き
た
い

で
す
が
、
お
い
し
く
な
い
と
い
う

話
だ
け
は
何
を
も
っ
て
ど
う
判
断

す
る
か
と
い
う
の
が
難
し
い
と
こ

ろ
な
の
で
、
中
学
校
に
対
し
て
、

少
し
Ｐ
Ｒ
を
進
め
て
い
か
な
く
て

は
い
け
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
委
員　
ほ
か
の
自
治
体
で
は
、

ラ
ン
チ
ボ
ッ
ク
ス
で
も
主
食
の
量

が
選
択
で
き
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

今
後
、
検
討
の
余
地
は
あ
る
か
。

　
保
健
給
食
課
長　
ニ
ー
ズ
が
そ

こ
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
検
討
は
し

て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
教
育
委
員
会
が
決

め
て
す
ぐ
で
き
る
と
い
う
話
で
は

あ
り
ま
せ
ん
し
、
業
者
の
い
わ
ゆ

る
人
的
、
施
設
面
的
な
も
の
も
含

め
た
処
理
能
力
と
い
う
部
分
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
そ
う
い
っ

た
提
案
を
す
る
中
で
、
実
際
に
何

が
支
障
に
な
っ
て
く
る
の
か
、
検

　
委
員　
今
回
、
消
費
税
率
引
き

上
げ
に
伴
っ
て
料
金
を
上
げ
る
理

由
を
伺
い
た
い
。

　
都
市
づ
く
り
部
長　
施
設
を
維

持
す
る
た
め
に
か
か
る
委
託
費
等

の
管
理
コ
ス
ト
、
支
払
い
の
部
分

に
は
当
然
消
費
税
を
上
乗
せ
し
て

⓾
％
に
な
り
ま
す
。
そ
の
消
費
税

増
額
分
を
料
金
額
に
適
正
に
転
嫁

し
な
い
場
合
、
受
益
者
に
転
嫁
す

べ
き
消
費
税
値
上
げ
分
が
、
税
金

で
す
の
で
住
民
全
体
に
転
嫁
す
る

と
い
う
形
に
な
っ
て
し
ま
い
、
結

果
的
に
使
っ
て
い
る
人
と
使
っ
て

い
な
い
人
で
不
公
平
が
生
じ
て
し

ま
う
と
こ
ろ
で
す
。
根
拠
と
し
て

は
、
総
務
省
か
ら
平
成
㉕
年
⓾
月

４
日
付
で
出
さ
れ
た
文
書
、
「
消

費
税
率
の
引
上
げ
に
伴
う
公
の
施

設
の
使
用
料
・
利
用
料
金
等
の
対

応
に
つ
い
て
」
で 

、「
公
の
施
設

の
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
消
費
税

率
引
上
げ
に
伴
い
、
消
費
税
が
円

滑
か
つ
適
正
に
転
嫁
さ
れ
る
よ
う
、

使
用
料
の
改
定
に
係
る
条
例
改
正

等
の
措
置
を
講
じ
ら
れ
た
い
」
と

い
う
通
知
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
伴
い
、
消
費
税
率
の
引
き
上

げ
と
同
時
に
転
嫁
を
行
わ
せ
て
い

た
だ
く
の
が
今
回
の
趣
旨
で
す
。

討
は
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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　本会議や委員会の傍聴を希望する聴覚等に障がいのある方に、
手話通訳者や要約筆記（ノートテイク）者の派遣を行っていま
す。希望される場合は、傍聴希望日の７日前（土・日曜及び祝
日を除く）までに、ＦＡＸ（050−3161−7663）で議会事務局
までお申し込みください。
　なお、手話通訳者及び要約筆記者の確保ができない場合もあ
りますので、あらかじめご了承ください。

・希望する派遣の種類（手話通訳又は要約筆記）
・住所
・氏名
　※�申込者以外にも手話通訳及び要約筆記を希望される方がい

る場合は、他○名と記載してください。
・傍聴希望日時又は内容

手話通訳・要約筆記
(ノートテイク )を希望する方へ

　本市議会では、傍聴券の交付を受ければどなたでも傍聴することができます。住所、氏名の
記載も必要ありません。年１回、例年１２月定例会でアンケートを実施し、傍聴されて気づいた
点や市議会全般についてご意見ご要望等をお聞きする機会としています。

【主なご意見】
○�議案の内容（冊子）、一般質問通告書（冊子）の傍聴者への配布はたいへん嬉しかった。よ
く読みこみたいと思った。
○�初めて会議の傍聴をしました。生で議論が聞けて、いろいろ考えさせられました。中学校給
食についての請願は若いお母さんが署名をたくさん集め、いろいろ調べて今日にのぞんでい
ることがよく分かりました。
○�市民の声をしっかり受け止める市議会であってほしいです。
○①時計を大きく、見やすい所に掲げて欲しい。
　②�発言者の画面（テレビ）が傍聴席の左右にあり、小さく見づらい。議長席の右か左側の壁

面に大画面で掲げて欲しい。
　③傍聴席が高い位置にあり、議会の様子が分かりづらい。
○�白熱した議論や答弁に対する傍聴席のどよめきが臨場感を感じることができてよかった。
○�せっかく資料をデータ化しているなら、映像にも写していただけると、内容がよりわかりや
すくなると思った。
○�タブレット資料がペーパーレスになっていたことに驚きました。画面に映す等していただい
て、傍聴席でも見られれば良いと思いました。
○�町田市の様々な事業の取り組みについて知ることのできる場であると感じました。
○�初めて市議会を傍聴し、どのような形式で行っているのかということが分かりました。様々
な事について、市民の意見が反映できるよう議員や職員が議論していることが分かりました。
○�発言をするたびにテレビ画面に映しだされたり、マイクが赤く光るので見やすかった。話す
内容について関連する条例・計画の概要がアクセスしやすかったらもっと理解が進むかも。

　1２月定例会を傍聴された方に対し、アンケートを
実施しました。ご協力いただき誠にありがとうござ
いました。

議
長
、
副
議
長
が
、
中
国
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
と
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の

事
前
キ
ャ
ン
プ
の
開
催
に
つ

い
て
の
覚
書
締
結
の
た
め
、

北
京
市
を
訪
問

２018年11月8日の訪問時の様子

傍聴者の声
傍聴者数：302名

申込内容

★第４回定例会 議案審議結果一覧表
賛否が分かれた議案 ※若林章喜議員は議長のため通常の採決には参加できません。
○　賛成　　×　反対　　－　棄権　　空欄は欠席 自由民主党 公明党 まちだ市民クラブ 保守の会 日本共産党 諸派

議決
月日議案

番号 議　　案　　名 議決
結果

熊
沢
あ
や
り

星
だ
い
す
け

木
目
田
英
男

石
川
好
忠

渡
辺
厳
太
郎

松
岡
み
ゆ
き

い
わ
せ
和
子

三
遊
亭
ら
ん
丈

若
林
章
喜（
議
長
）

藤
田　
学

佐
藤
伸
一
郎

お
さ
む
ら
敏
明

山
下
て
つ
や

村
ま
つ
俊
孝

斉
藤
か
つ
ひ
ろ

お
ん
じ
ょ
う
由
久

松
葉
ひ
ろ
み

お
く
栄
一

森
本
せ
い
や

東　
友
美

ち
だ
伸
也

佐
藤
和
彦

わ
た
べ
真
実

戸
塚
正
人
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★　市　長　提　出　議　案
第120号 平成３0年度（201８年度）町田市一般会計補正予

算（第３号）
可　決 

（賛成多数）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ 12月21日

第122号 消費税率及び地方消費税率の引上げに伴う関係
条例の整備に関する条例

可　決 
（賛成多数）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ 12月21日

第126号 町田市町田ターミナルプラザ条例の一部を改正
する条例

可　決 
（賛成多数）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ 12月21日

第129号 町田市立公園条例の一部を改正する条例 可　決 
（賛成多数）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ 12月21日

第1３5号 町田市立総合体育館外2箇所の指定管理者の指
定について

可　決 
（賛成多数）○ ○ ○ × × × × × ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ × × × × × × × ○ × 12月21日

第1３7号 デイサービス森野の指定管理者の指定について 可　決 
（賛成多数）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 12月21日

第142号 町田市一般職の職員の給与に関する条例の一部
を改正する条例

可　決 
（賛成多数）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ × × ○ 12月21日

第14３号 町田市長等の給与に関する条例の一部を改正す
る条例

可　決 
（賛成多数）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × 12月21日

★　議　員　提　出　議　案
第21号 白タク行為への更なる対策強化に関する意見書 可　決 

（賛成多数）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議　
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12月21日

第26号 幼児教育・保育の無償化についての意見書 否　決 × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × 12月21日

第27号 東京都による学校体育館等へのエアコン設置補
助に関する意見書 否　決 × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 12月21日

第2８号 学童保育の職員配置、待遇改善に関する意見書 否　決 × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 12月21日
★　請　願
第1３号 国に対し「消費税増税中止を求める意見書」の提

出を求める請願 不採択 × × × × × × × × 議　
長

× × × × × × × × × × × × × ○ × ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × × × 12月11日

第14号 小学校給食と同じような中学校給食の実施を求
める請願 不採択 × × × × × × ○ × × × × ○ × × × × × × × × × － × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × 12月21日

全員一致で可決された議案
議案
番号 議　　案　　名 議決

月日
★　市　長　提　出　議　案
第121号 平成３0年度（201８年度）町田市国民健康保険事業会計補正予算（第2号） 12月21日
第12３号 町田市地域センター条例の一部を改正する条例 12月21日

第124号 所得税法等の一部を改正する等の法律の施行に伴う関係条例の整理に関す
る条例 12月21日

第125号 町田市家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正
する条例 12月21日

第127号 町田市自転車等駐車場条例の一部を改正する条例 12月21日

第12８号 町田市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部を改正
する条例 12月21日

第1３0号 町田市立町田第一中学校改築工事請負契約 12月21日
第1３1号 町田市立町田第一中学校改築電気設備工事請負契約 12月21日
第1３2号 町田市立町田第一中学校改築給排水衛生設備工事請負契約 12月21日
第1３３号 町田市立町田第一中学校改築空気調和設備工事請負契約 12月21日
第1３4号 町田市立町田第六小学校防音及びトイレ改修工事請負契約 12月21日
第1３6号 町田市立室内プールの指定管理者の指定について 12月21日
第1３８号 成瀬中央あおぞら学童保育クラブ外7箇所の指定管理者の指定について 12月21日

議案
番号 議　　案　　名 議決

月日
第1３9号 藤の台ポケット組学童保育クラブの指定管理者の指定について 12月21日
第140号 本町田学童保育クラブ外1箇所の指定管理者の指定について 12月21日
第141号 相原中央公園外26箇所の指定管理者の指定について 12月21日
第144号 玉川学園コミュニティセンター改築工事請負契約 12月21日
第145号 損害賠償の額の決定について 12月11日
★　議　員　提　出　議　案
第19号 住民票の除票及び戸籍の附票の除票の保存期間の延長を求める意見書 12月21日
第20号 森林環境税の活用に関する意見書 12月21日
第22号 無戸籍問題の解消を求める意見書 12月21日
第2３号 義援金差押禁止法の恒久化を求める意見書 12月21日
第24号 Society5．0時代に向けた学校教育環境の整備を求める意見書 12月21日
第25号 認知症施策の推進を求める意見書 12月21日

第29号 東京都ならびに国における小中学校体育館等への空調設備設置促進に関す
る意見書 12月21日
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若者から高齢者
まで暮らしやす
い街づくり

Ａグループ

町田市
Ｎｕｍｂｅｒ１
大計画！！

Ｄグループ

誰もが安心して
暮らせる町田へ

Ｅグループ

ステキなスクール
ライフを送る為の
通学路改善計画

Ｆグループ

町田の道を理想の
道にしたい！！

町田市を盛り上げる
ためにイベントを活
性化させよう！！

Ｂグループ

歩行者と車イス
と自転車

Ｃグループ

　目の不自由な方のために、点字と声（カセッ
トテープ版、デイジー版）の「町田市議会だよ
り」を発行しています。
ご希望の方は、議会事
務局調査法制係（☎０４２
－７２４－４０４９）までお申
し込みください。

第２回� 高校生と議員の意見交換会
各グループで話し合った内容の一部をご紹介します

詳しくは、市議会ホームページへ ＱＲコード

・不審者や詐欺等がたくさんある、道が暗くて狭い。
・小学生などは、家と学校以外の居場所として児童
館などがあるが、中高生の過ごせる場所がない…
図書室などでも自習が禁止されていて、自習がで
きない。
・若者の視点から…映画館や中高生が過ごせるパブ
リックスペースを作った方が良い。
・高齢者の視点から…不審者情報や詐欺等の情報を
共有する場を作ったほうが良い。
・町田市の特産品を作ったり、ゆるキャラを利用し
て町田市のことを発信したり、街灯を増やし道路
を明るくすれば、若者から高齢者まで安心して暮
らしやすい街づくりになるのではないか。

・行政情報発信力が弱い。
・ＳＮＳを使って、町田市に住んでいる人、他の地
域に住んでいる人に良いイメージを伝えたり、町
田市といえばこれ！というものを作り、広めてい
くことが良いのでは。
・ＳＮＳ等をフル活用して発信していくことは大切だ
と思う。また、議員とあまり触れ合う機会もないの
で、学校のイベント、例えばＨＲ（ホームルーム）の
時間などを使って、町田市、行政などについてもっ
と説明していただく講習会を開くなどしてほしい。
・もっと私たち町田市民も、町田市についての見聞
を増やし、市外の人からも「町田市ってこういう
まちなんだね。いいまちだね。」と言われるよう
な町田市にしていければと思っている。

・通学路に限定して、植木鉢をガードレール代わり
にする道があってもいいのではないか。
・植木鉢にぶつかると土がこぼれたり、花が倒れた
りと大変。植木鉢があることで周りに気を付ける
ため、車の速度も落ちるのではないか。
・ＴｗｉｔｔｅｒとかインスタグラムなどのＳＮＳを使っ
て情報を拡散したり、人通りが多い駅前にイベン
トのポスターを貼る所を作り、人の目につくよう
にする。
・体験型のイベントを実施…市内や駅前でのスタン
プラリーイベントをして、その景品を高校生が作
るなど。町田市内のたくさんの高校生が協力して、
その一日を作り上げる高校生主催のイベントがあ
ってもいい。

・交通安全教室の実施が、高校生と大人にも必要。
・高校への通学路に、自転車用の白線が敷いてある
が、車が停まったり、入っていることが多く、正
直あまり役に立ってないのではないか。しっかり
とした歩道と同じような自転車専用道路の増設が
必要ではないか。
・街路灯の予算の拡充を進めていただきたい。
・路線バスを１０分に一度に来るようにしたい。難し
いとは思うが、市営バスを設立すればいいのでは
ないか。
・学校の実情報告書を作成してはどうか。いまこう
いう先生がこの場所に必要ですというものを詳し
く書く報告書があれば、適切ではない人事異動が
なくなるのでは。

・自転車レーンに路上駐車が多い。物理的に駐車場
の数を増やすことで路上駐車が減るのではないか。
・バリアフリーの強化をしてほしい、道を広くして
ほしい、明るくしてほしい、街灯を付けてほしい
…この○○してほしいというのは、なぜ叶わない
のか。○○してほしいという要望をどこに伝えれ
ばいいのかわからない。
・○○してほしいという要望を伝えられる場所（部
署など）をポスターや呼びかけ、ホームページで
より一層アピールしてもらえれば、改善につなが
っていくのでは。
・バリアフリーの拡充、道を広くしてほしい、街灯
を増やしてほしい…。それらは道路整備を進めて
もらえれば叶うことなのではないか。道路整備に
よって道が広くなり、自転車が通り難い問題も解
決するのではないか。

・各々通学時間が多くかかるという現状から、バス
の本数を増やしてほしい。坂道が多く自転車での
通学が大変。
・バス停から学校までのシャトルバスがあれば、も
っと学校に通いやすくなるのではないか。
・通学路に商店街や商店、コンビニを作れば街灯を
多くしなくても、夜道は怖くない。安心して学校
に通えるのではないか。
・通いやすさの面が解決するだけで、受験を控えた
学生たちが、学力面だけではなく、通いやすさ等
の面でも町田市内の高校を選ぶのではないか。
・通学面の問題が解決されることは、素敵なスクー
ルライフをエンジョイすることができる第一歩だ
と考える。

Ｑ　市民の方が議会に関心を持ってもらうにはどうしたらいいと思いますか。
　　・ＳＮＳ等での発信をもっと強める（他同様の意見あり）。
　　・こういう機会を一般化してもいいと思いました。
　　・このような活動をもっとふやし、若い人達にもアピールするべきだと思います。
　　・活動報告や現状をわかりやすい言葉で発信する。
Ｑ　参加されてきづいた点や市議会全般について、ご意見ご要望等ありましたらご記入ください。
　　・�第１回も参加しましたが、いろいろな学校の人と交流したくさんの話をきけたのは良かったです。また、議員

さんと意見を言い合えたのも良かったです。
　　・議員の方々との討論会をしてみたかったです（他同様の意見あり）。
　　・今回、町田市民なのに知らないことが多く、もっと市民に町田市に興味をもってもらう必要があると思った。

参加してくれた高校生の自由意見（アンケート結果より抜粋）
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